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自己資本比率（国内基準） 

     （単位：百万円）         

 ２０２３年９月末  ２０２３年３月末 

コア資本に係る基礎項目の額 ８，９６６  ８，８６３ 

コア資本に係る調整項目の額 ８  ９ 

自己資本の額 ８，９５７  ８，８５４ 

リスク・アセット等の合計額 ５０，８３３  ４９，５７３ 

信用リスクに対する所要自己資本の

額 
１，９５３  １，９０３ 

オペレーショナル・リスクに対する所

要自己資本の額 
７９  ７９ 

単体総所要自己資本額 ２，０３３  １，９８２ 

   

自己資本比率    １７．６２％  １７．８６％ 

 

自己資本比率は、貸出金等の「リスク資産」に対する出資金や内部留保等の「自己資本」の割合で、

金融機関の経営の健全性や安全性を示す重要な指標のひとつです。 

氷見伏木信用金庫の自己資本比率は国内基準である４％を大幅に（４．４０５倍）上回っており、

経営体質の健全性が維持されていることを示しております。 

これからも、健全経営につとめるとともに収益力を高め、自己資本の充実を図ってまいります。 

 

 

長坂棚田でのはさ掛作業 

 



預金・貸出金の状況 

   ＜参考＞       （単位：百万円） 

   ２０２３年９月末   ２０２３年３月末  増減率（％） 

預  金 ９７，６７８  ９４，８６２ 2.96％ 

貸 出 金 ２５，４６９  ２５，０６５ 1.61％ 

損益の状況 

   ＜参考＞ （単位：百万円） 

 ２０２３年９月末      

(６ヶ月） 

 ２０２２年９月末      

(６ヶ月） 

２０２３年３月末 

(１２ヶ月） 

業 務 純 益 １６１  １６８ ３４０ 

経 常 利 益 １７０  １７０ ２５８ 

当 期 純 利 益 ９８  １２８ １７０ 

実 質 業 務 純 益 １６１  １６８ ３３８ 

コ ア 業 務 純 益 ２１８  １６８ ２９１ 

コ ア 業 務 純 益 

（投資信託解約損益を除く） 
１２４ 

 
１１４ ２３７ 

金融再生法ベースの債務者区分による開示 

   ＜参考＞       （単位：百万円） 

 ２０２３年９月末  ２０２３年３月末 増減率（％） 

破 産 更 生 債 権    

及びこれらに準ずる債権 
７８４ 

 
６３８ 22.81％ 

危 険 債 権 ７９４  ９７３ △18.46％ 

要 管 理 債 権 ３２  ３ 953.64％ 

正 常 債 権 ２３，８８３  ２３，４７０ 1.75％ 

合 計 ２５，４９３  ２５，０８５ 1.62％ 

不 良 債 権 比 率 ６．３１％  ６．４４％ 

（注）上記の２０２３年９月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規

定する各債権のカテゴリーにより分離しておりますが、集計方法については以下の点につき開示しており

ます。 

１．２０２３年９月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」の金額は、同年３月末

時点における債務者区分（※）を前提とし、同年３月末から９月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実

ならびに債務者区分の引下げ等があった債務者について、当庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分

の見直しを行い、債務者区分の変更と認められる額を反映しております。この場合、債務者区分が下方に

変更になった場合を対象とし、債務者に対する債権額を新たに加算、または「危険債権」を減額し「破産

更生債権及びこれらに準ずる債権」を加算しております。 

※債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）、危険債権（破綻懸念先）、要管理債

権（要注意先のうち、元本の返済もしくは利息支払が三月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和して

いる債権） 

２．２０２３年９月末の「要管理債権」の金額は、同年３月末時点を前提とし、同年３月末から９月末の間に

正常先、要注意先の債務者に対する債権のうち①新たに三月以上延滞となった債権や延滞が解消となった

債権、②新たに貸出条件を緩和したことを確認している債権を加算または条件緩和が解消した債権を減額

し、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」に変更になった金額を減算しております。 



貸出金の内訳 

   ＜参考＞       （単位：百万円） 

  ２０２３年９月末 ２０２３年３月末 ２０２２年９月末 

製 造 業 ２，４８７ ２，２４１ ２，２５０ 

農 業 、 林 業 ６５ ５３ ５７ 

建 設 業 ２，６７０ ２，８０７ ２，７５６ 

電気、ガス、熱供給、水道業 ０ ０ １ 

情 報 通 信 業 ２１ ２１ ２２ 

運 輸 業 、 郵 便 業 １，３４８ １，２８９ １，２７０ 

卸 売 業 、 小 売 業 ２，３５３ ２，４２５ ２，４３１ 

金 融 業 、 保 険 業 ７９５ ７９５ ２９３ 

不 動 産 業 ２，２８６ １，９４５ １，８９６ 

物 品 賃 貸 業 ２ ２ ３ 

学術研究、専門・技術サービス業 ３０ ３２ ３４ 

宿 泊 業 ９８０ １，０１０ １，０６６ 

飲 食 業 ４４４ ４６３ ４５２ 

生活関連サービス業、娯楽業 ４９２ ５１５ ４８６ 

教 育 、 学 習 支 援 業 １７２ １６６ １８０ 

医 療 、 福 祉 １，４２１ １，３２７ １，３４９ 

そ の 他 の サ ー ビ ス ５４９ ５３１ ７１３ 

小 計 １６，１２３ １５，６２９ １５，２６６ 

地 方 公 共 団 体 ２，２６０ ２，２７６ ２，３９３ 

個    人 ７，０８６ ７，１５８ ７，１８９ 

合    計 ２５，４６９ ２５，０６５ ２４，８４９ 

有価証券の時価情報 

    ＜参考＞ （単位：百万円） 

 ２０２３年９月末  ２０２３年３月末 

 
時 価 評価差額 

 
 

時 価 評価差額 
 

うち益 うち損 うち益 うち損 

その他有価証券 ４２，９８０ △１，９９９ ４３４ ２，４３３  ４６，２２８ △１，１７６ ６６９ １，８４６ 

 株式 ６３ ２６ ２６ －  ７０ ３３ ３３ － 

 債券 ４０，７９７ △２，１２０ ３１３ ２，４３３  ４３，４７７ △１，３６５ ４８０ １，８４６ 

 その他 ２，１１９ ９５ ９５ －  ２，６７９ １５５ １５５ － 

（注）１．２０２３年９月末の「評価差額」は、２０２３年９月末時点の帳簿価額（償却原価法適用後）と時価との差額を計上し

ております。 

２．なお、満期保有目的の有価証券の含み損益は以下のとおりであります。 

    ＜参考＞ （単位：百万円） 

 ２０２３年９月末  ２０２３年３月末 

 
帳簿価額 含み損益 

 

 
帳簿価額 含み損益 

 

うち益 うち損 うち益 うち損 

満期保有目的の有価証券 ６，９０９ △４８５ ９６ ５８２  ５，８０９ △１４７ １１３ ２６１ 

    債券 ６，９０９ △４８５ ９６ ５８２  ５，８０９ △１４７ １１３ ２６１ 

 



▽ 地域貢献活動（２０２３年４月～９月まで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氷見市「まるまげ祭り」・島田市「島田髷まつり」に参加  

 

 

   ☆ 便利でお得なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氷 見 伏 木 信 用 金 庫                

総 務 部 

〒９３５－８６０１ 

富山県氷見市伊勢大町２丁目１４番１２号 

TEL ０７６６－７４－４１０１ 

FAX ０７６６－７４－４５１３ 

   https://www.shinkin.co.jp/himifusi/ 

 

お取引先への支援等に関する事項 

「地域でお預かりしたご預金は、地域の多くの皆様にご融資する」という姿勢
で、お客さまの立場に立った健全な資金提供を心がけております。創業や新事
業の展開または成長段階でさらなる発展が見込まれる企業には、信金ネットワ
ークによるビジネスマッチング、販路拡大等をバックアップします。また、外
部機関との連携による経営改善、事業再生支援も行っております。  

 

個人のお客さま 7,086 百万円 

住宅ローン   5,642 百万円 

個人ローン他 1,444 百万円 

 

事業者のお客さま 16,123百万円 

運転資金   9,818 百万円 

設備資金  6,304百万円 

 

地方公共団体 2,260 百万円 

 

 

２０２３年９月末 

 

 

 

４月、氷見市の「まるまげ祭り」に当金庫と地方創生包括連携協

定を結ぶ縁から島田掛川信用金庫の職員２名と当金庫職員３名が参

加しました。当日は、普段の制服姿から情緒豊かな着物姿に着替え、

丸まげを結い上げた華やかな装いで、漁業文化交流センターから中

心商店街を通って千手寺までを練り歩きました。 

また、９月に行われた静岡県島田市の「島田髷まつり」には、当

金庫職員２名が参加し、同じ“まげ祭り”で交流を深めました。 

 氷見伏木信用金庫は、地域金融機関としてこれからも地元の行事

への参加・協力を通じて地域の賑わいづくりに貢献いたします。 

 

 


